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３
月
定
例
会
で
は
、
31
議
案
が
各

常
任
委
員
会
、
予
算
特
別
委
員
会
に

付
託
さ
れ
、
３
月
15
日
か
ら
17
日
に

か
け
て
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

玉
丘
史
跡
公
園
の
占
有
せ
ん
ゆ
う

的
利
用
に

際
し
、
受
益
者
負
担
の
原
則
に
基
づ

き
新
た
に
施
設
占
有
使
用
料
を
徴
収

し
よ
う
と
す
る
も
の
。
料
金
徴
収
を

予
定
し
て
い
る
の
は
全
体
面
積
６
・

２
謔
の
う
ち
芝
生
の
部
分
約
九
千
平

米
で
、
利
用
状
況
は
ほ
と
ん
ど
が
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
、
近
隣
市
の
状
況

に
つ
い
て
は
小
野
市
、
三
木
市
、
西

脇
市
、
加
東
市
の
い
ず
れ
も
徴
収
さ

れ
て
い
る
と
い
う
も
の
。
減
免
制
度

に
つ
い
て
は
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学

校
が
授
業
の
一
環
と
し
て
使
用
す
る

場
合
、
市
が
主
催
し
て
実
施
す
る
事

業
は
全
額
免
除
、
老
人
ク
ラ
ブ
を
初

め
、
教
育
委
員
会
、
市
民
福
祉
部
が

認
め
て
い
る
団
体
の
場
合
は
50
％
減

免
で
、自
治
会
が
使
用
す
る
場
合
は
、

現
段
階
で
は
減
免
対
象
外
と
な
っ
て

い
る
が
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
協

議
し
た
い
と
い
う
も
の
。

委
員
か
ら
は
市
内
、
市
外
の
方
で

は
利
用
料
金
に
差
を
つ
け
る
べ
き
で

あ
る
と
い
う
意
見
、
い
こ
い
の
村
や

丸
山
公
園
の
市
民
が
自
由
に
憩い
こ

え
る

芝
生
広
場
が
無
料
で
あ
る
の
に
、
玉

丘
史
跡
公
園
だ
け
が
料
金
徴
収
す
る

こ
と
や
、
料
金
徴
収
す
る
な
ら
要
綱

の
作
成
や
市
民
へ
の
周
知
を
図
る
な

ど
、
行
政
と
し
て
の
手
順
を
踏
ん
で

い
く
べ
き
と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

市
の
組
織
及
び
事
務
分
掌
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

人
権
推
進
課
を
市
民
福
祉
部
か
ら

総
務
部
に
所
管
変
更
し
よ
う
と
す
る

も
の
。
委
員
か
ら
は
、
初
日
に
提
案

せ
ず
追
加
提
案
さ
れ
た
理
由
や
、
提

案
に
至
っ
た
庁
内
で
の
検
討
内
容
に

つ
い
て
確
認
さ
れ
、
総
務
課
で
４
月

１
日
に
向
け
副
市
長
や
市
長
に
相
談

し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
き
た
も
の

で
、
急
遽

き
ゅ
う
き
ょ

必
要
性
が
生
じ
た
と
い
う

も
の
。
人
権
問
題
は
同
和
問
題
だ
け

で
な
く
、
男
女
の
問
題
や
外
国
人
と

の
共
生
問
題
等
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

と
い
う
多
様
性
の
社
会
に
な
っ
て
お

り
、
加
西
市
に
お
い
て
も
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
と
す
る
も
の
で
、
ぎ
り

ぎ
り
ま
で
協
議
し
て
い
た
た
め
に
追

加
提
案
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
人
権

教
育
は
従
来
の
ビ
デ
オ
を
見
て
議
論

す
る
と
い
う
形
式
で
な
く
、
市
民
と

一
緒
に
人
権
問
題
を
検
討
す
る
方
法

を
検
討
し
、
自
治
参
画
を
共
同
で
進

め
て
い
く
べ
き
と
い
う
結
果
に
な
っ

た
と
い
う
も
の
で
し
た
。

（
議
決
結
果
）

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
賛
成

多
数
で
修
正
可
決
、
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
予
算
、
水
道
事
業
会
計

予
算
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
可

3月定例会

委員会の

審査状況

建
設
経
済
委
員
会

（
議
決
結
果
）

５
議
案
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
全

会
一
致
で
可
決
。

（
主
な
審
議
の
状
況
）

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

期
間
を
決
め
て
水
道
料
金
を
値
下

げ
で
き
な
い
か
と
の
質
問
に
対
し
、

市
長
か
ら
は
こ
れ
だ
け
コ
ス
ト
が
か

か
っ
て
い
る
こ
と
を
市
民
に
説
明

し
、
合
理
的
な
範
囲
で
値
下
げ
、
値

上
げ
を
し
て
、
ト
ー
タ
ル
で
市
民
負

担
を
軽
減
す
る
手
法
で
実
施
し
て
い

き
た
い
と
の
答
弁
で
し
た
。

厚

生

委

員

会

（
議
決
結
果
）

総

務

委

員

会

（
議
決
結
果
）

玉
丘
史
跡
公
園
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
市
の

組
織
及
び
事
務
分
掌
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
賛
成
少

数
（
２
対
３
）
に
よ
り
否
決
、
他
の

９
議
案
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
で
可

決
。

（
主
な
審
議
の
状
況
）

玉
丘
史
跡
公
園
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

予
算
特
別
委
員
会

決
、
他
の
７
議
案
に
つ
い
て
は
全
会

一
致
で
可
決
。

（
主
な
審
議
の
状
況
）

平
成
22
年
度
一
般
会
計
予
算

自
治
会
三
役
に
女
性
が
登
用
さ
れ

た
町
に
10
万
円
の
補
助
を
交
付
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
緊
縮
財
政
に
よ
り

多
く
の
部
門
で
予
算
が
削
減
さ
れ
て

い
る
中
、
財
政
査
定
で
ゼ
ロ
だ
っ
た

も
の
が
予
算
化
さ
れ
た
こ
と
に
関
し

て
、
自
治
会
で
の
女
性
の
三
役
へ
の

登
用
に
つ
い
て
区
長
会
対
象
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
70
％

以
上
が
前
向
き
な
回
答
で
あ
っ
た
こ

と
に
加
え
、
担
当
か
ら
ぜ
ひ
や
り
た

い
と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
も
の
と
の

こ
と
で
す
。
自
治
会
の
三
役
に
女
性

が
入
る
こ
と
に
対
し
て
補
助
金
を
出

す
こ
と
が
男
女
共
同
参
画
の
趣
旨
に

一
番
適
切
な
施
策
と
は
思
わ
な
い
と

い
う
意
見
、
現
時
点
で
は
も
う
一
度

考
え
直
し
て
女
性
が
出
て
い
け
る
よ

う
シ
ス
テ
ム
を
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
等
、
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
、
男

女
共
同
参
画
推
進
助
成
金
１
５
０
万

円
を
削
除
し
、
予
備
費
に
加
算
す
る

修
正
案
が
提
案
さ
れ
、採
決
の
結
果
、

賛
成
６
、
反
対
２
の
賛
成
多
数
に
よ

り
修
正
案
が
可
決
し
て
い
ま
す
。
修

正
案
を
除
く
他
の
原
案
は
、賛
成
７
、

反
対
１
の
賛
成
多
数
で
可
決
し
て
い

ま
す
。

９
議
案
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
全

会
一
致
で
可
決
。

（
主
な
審
議
の
状
況
）

福
祉
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
改
正

兵
庫
県
に
お
い
て
、
子
ど
も
医
療

費
助
成
制
度
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
入
院
診
療
に
つ
い
て
の
み
中

学
３
年
生
ま
で
に
拡
大
す
る
も
の
。

通
院
も
含
め
て
助
成
し
て
い
る
小
野

市
、
三
木
市
を
除
き
、
北
播
で
は
横

並
び
の
状
況
と
な
る
と
の
こ
と
。
委

員
か
ら
は
、
所
得
制
限
の
適
用
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
、
所
得
制
限
を
入

院
の
拡
充
に
つ
い
て
も
適
用
し
、
制

限
額
は
住
民
税
の
所
得
割
が
約
23
万

円
、
所
得
で
は
夫
婦
と
子
ど
も
一
人

で
約
５
４
０
万
円
と
の
こ
と
で
、
対

象
者
の
約
４
％
、
１
５
０
人
程
度
が

適
用
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。


